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平成２６年度 地域ケアプラザ事業報告書 

１ 施設名  

  横浜市城郷小机地域ケアプラザ   

２ 事業報告  

今年度、地域ケアプラザの管理運営をどのように行なったのか、事業計画書を基に具  
体的に記載してください。  

 

地域の現状と課題について  

当地区は、地域住民の地域活動・ボランティア活動が盛んで、一人暮らし高齢者の

見守りなど地域における見守り体制の充実に取り組んでいます。  
当地区が横浜市から指定を受けていたモデル事業『地域見守りネットワーク構築支

援事業』は２５年度で終了しましたが、この成果を踏まえ、さらに地域の見守り体制

が充実するよう、地区の福祉保健活動の拠点として後方支援してまいりました。昨年

度末に行った「地域ケア会議」は、今年度定期的な開催をすることができました。 

子育て支援については、当地区が新横浜に近く交通の便も比較的よいことから、若

い世代も多く、地区の課題となっています。年少人口は 13.6％と区の平均 12.8％より

高く、子育て支援について地域でも取組が活発になりつつあります。 

障がい者支援関係では、高齢化に伴って需要が増加するものと予測されます。区内

の障がい児支援の先駆けとなった「しろさと地区放課後プラザ」は、立ち上げから６

年が経過し、思春期に差し掛かった参加児童への対応など新たな課題が出ています。

区自立支援協議会や地区内の小中学校、県立みどり養護学校との連携により、これら

に取り組むことができました。  
 

当ケアプラザは、今年８月で開館１０周年を迎えました。地域から信頼していただ

き、続けてこられたことに感謝しております。今後もこれに甘んじることなく、地域

の皆様からますます信頼されるよう職員一同努めるとともに、引き続き地域主体で地

域支援活動が展開できるよう支援してまいります。  
  
Ⅰ．支援を必要とする高齢者に一人でも多くの支援が届くよう、地域包括支援センタ

ー及び地域活動交流の活動を通し、情報を共有してきました。  
Ⅱ．高齢者支援・子育て支援・障がい児者支援の地域インフォーマル情報の収集と提

供を行い、地域ボランティア活動の啓発と支援に役立て、地域福祉保健計画の推進

に貢献できるよう努め、地域の要望に応えながら以下の事業を行いました。  
（1）地域住民の福祉保健活動等の支援（部屋の貸し出し等）。  
（2）福祉保健等に関する講習会、講座等の開催の企画、実施。  
（3）福祉保健等に関する相談及び情報の提供。  
（4）福祉サービス・保健サービス等の提供に関する調整。  
（5）市域住民の要望に応えられるよう努め、状況に応じ活動を随時柔軟に実施しま

した。  
（6）地域活動交流、地域包括支援センター、居宅介護支援事業、通所介護事業の四

部門の機能と専門性を活かし、各部門が地域にいかに貢献できるかを常に考察し

つつ活動運営の改善と改良を繰り返し、地域の要求に応えられる業務運営を進め

ました。  
（7）効率化のための改善は、部門にとらわれる事なく全職員により、随時意見を

求め、内容を把握し適切に行いました。  
（8）高齢者支援・子育て支援・障がい児者支援の地域ケアプラザの活動指針に偏り

なく携わり、地域情報の収集とインフォーマル情報の提供を行い、地域ボラン
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ティア活動の啓発と支援に役立て、ひっとプラン港北「たすけあうまち城郷」

活動推進を支援しました。  
Ⅲ．城郷地区が住民の誰にとっても安心で安全なまちとなり、地域福祉の先進地域

となるように、社会福祉法人秀峰会はこのケアプラザの運営に全力で取り組み地

域ケアプラザの役割と責任を果たしてまいりました。  
 

 

施設の適正な管理について  

 

ア  施設の維持管理について  

１．横浜市城郷小机地域ケアプラザを預かる指定管理者として、施設や設備の価値を

維持できるよう心掛けました。  
２．法人の５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾）１Ｕ（美しい）の取組みを推進し職

員一人ひとりが施設管理への意識を持つとともに、利用者の視点に立った設備の安

全と快適な環境作りに配慮し、きめ細かいメンテナンス対策を進めました。  
３．建物の管理は、日常点検と定期点検を実施し、日常点検については、横浜市が策

定した「公共建築物簡易点検マニュアル」に沿って実施しました。定期点検につい

ては、専門業者に委託して実施し、その結果等については、建築局や港北区役所に

報告するとともに、年間計画を作成し、点検基準に基づき管理しました。  
４．設備管理は専門業者に委託し、各種点検・検査や測定をし、記録を残しています。

また、設備に関しては、安全上、防災上、衛生上の設備基準等の法令に基づき管

理しました。  
５．建物の修繕については、故障箇所及び破損等を早期に発見し、区との調整の上、

適切に実施しました。  
６．設備、機器運転等については、省エネやリサイクルに積極的に取り組み、地球の

温暖化の防止に努めました。  
７．防犯・防災については、戸締りなどを徹底することや避難訓練等を実施するとと

もに警備会社等と連携し、事件・事故防止を図りました。  
８．常に地域の方々が安全に安心して利用できる施設となるよう、また、施設及び  
 設備が最良の状態で利用がなされるよう、総合的に管理を行いました。  
９．清掃業務は、自主清掃と業者による日常清掃を行い、月一回の定期清掃において

は年間計画に沿った清掃作業を実施し、衛生管理上、清潔で居心地の良い施設環境

作りに努めました。  
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イ  効率的な運営への取組について  

 地域活動交流、地域包括支援センター、居宅介護支援事業、通所介護事業の四部門

の機能と専門性を活かし、各部門が地域においていかに貢献できるかを常に考察しつ

つ、改善と改良を繰り返し、地域の要求に応えられる業務運営に取り組みました。  
 公の施設の管理者としての地域ケアプラザは「市民の誰もが地域において健康で安

心して生活を営むことができるよう、地域における福祉活動、保健活動等の振興を図

ると共に、福祉保健サービスを身近な場所で総合的に提供する。」ための地域の福祉

保健活動の拠点と位置づけられ、また「多様化する地域住民のニーズに適切に対応す

るため、管理に民間の能力も活用し住民へのサービスの向上と経費の節減を図るこ

と」とされています。このことを周知徹底し運営に取組みました。  
 地域住民の誰もが安心して利用できる施設として、地域における福祉活動、保健活

動等の振興を図るとともに、福祉保健の総合窓口として城郷地区の皆様に適切な支援

サービス及び最新の情報を提供する事を目的として運営してきました。  
 高齢者人口が区内他地域に比べ少ない地域ではありますが、地域包括支援センター

を中心に地域高齢者把握活動を行うことで、一人でも多くの支援が必要な地域高齢者

の方々を支援できるよう地域と連携して取り組みました。  
 高齢者支援、子育て支援、障がい児者支援の地域ケアプラザの活動指針に偏りなく

携わり、地域関連情報の収集とインフォーマル情報の提供を行い、地域ボランティア

活動の啓発と支援に役立て、地域福祉保健計画の推進にも貢献できるよう努めまし

た。  
 運営にあたってはケアプラザの管理者として、全ての事業の活動状況と、地域の福

祉保健活動の現状を充分把握し、地域住民による福祉活動の推進を促し、現場目線で

ケアプラザの活動を検証しながら運営しました。  
 

ウ  苦情受付体制について  

苦情解決に関しては、施設内に苦情解決責任者と苦情受付担当者を設置し、体制を

整えて取り組みました。  
 在宅介護支援業務及び居宅介護支援業務においては、新規利用者のサービス開始時

に苦情解決責任者と苦情受付担当者の設置とその氏名を明示しています。  
 また苦情受付担当以外のスタッフも利用者の状況を常に把握し、適切な声かけをす

ることにより、利用者からの苦情に至らないように努め、利用者の要望も、職員会議

等にて報告検討し、これに柔軟に対応しました。  
 各部門で年２回以上のアンケート調査を実施し、ご利用者の満足度と要望を知り、

最良のサービスの提供を目標に事業運営に取り組みました。  
 ご利用者からのニーズ及び要望は、事業開催ごとのアンケートと、各部門別に全体

で実施するアンケート調査等で把握する以外に、直接の意見を伝えられる場合と、

「ご意見箱」への投書等も含め広く調査し、地域からのニーズ、要望、苦情等のご意

見の積極的抽出と改善に努めました。  
 また、苦情受付担当に限らず、職員全員が利用者の状況を常に把握し、適切な声か

けをすることにより、利用者からの苦情が出ないように努め、利用者の要望は全て職

員会議等にて報告検討し、これに柔軟に対応し改善に努めました。  
 施設内で起こる全ての苦情の総括責任者はケアプラザ所長となり、各部門からの報

告を受け随時、真摯な態度で応対し、解決のための適切な処置を講じる態勢でのぞみ

ました。  
 法人は弁護士等を委員に迎え、第三者委員を設置し苦情対応を行っています。施設

にて対応しきれない苦情に対しては、法人本部及び第三者委員との連携により適切に

対処し、施設のみならず法人全体として常にご利用者の要望に応えられるよう努めま

した。  
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カ  個人情報保護の体制及び取組について  

 地域ケアプラザにおいては、施設利用の方々の多くの個人情報を保有しています。

このため「個人情報の保護に関する法律」等の法令、横浜市の「個人情報の保護に関

する条例」に従い、法人の「個人情報保護に関する規程」を定め、個人情報の保護と

漏洩防止に取り組みました。  
 職員を採用した時には「個人情報の保護に関する誓約書」を提出させるとともに、

採用時研修では個人情報の保護を必須科目として習得させています。  
配属後は年１回以上職場研修を行い、更に職員一人ひとりに「個人情報保護チェッ

クリスト」を用いて、地域活動交流及び地域包括支援センター職員については年１回

以上、通所介護及び居宅介護支援事業職員については年４回チェックを行っていま

す。  

エ  緊急時（防犯・防災・その他）の体制及び対応について  

防犯対策及び防災対策のマニュアルを基に、職員研修を実施しました。大規模な事

故や災害等の緊急事態が発生した場合は、速やかに必要な措置を講じるとともに、関

係機関に対して正確な事態発生の報告を行い、同時に防犯と防災への対応ができるよ

う体制を整えています。  
 施設内の消防計画に則り、防火・防災のための避難訓練と初期消火訓練、救命訓練

等  
を実施し、緊急事態に備えています。  
 また「横浜市防災計画」に位置付けられた、災害時における在宅要援護者のための

特別避難場所の協力に関する協定を港北区役所と締結しています。  
 管轄の消防署及び警察署とは、常に連携を取り、防災と防犯の取組みに積極的に参

加します。  
 衛生面に関する安全管理は、安全衛生委員会を毎月定期及び必要に応じて随時開催

し、施設内の衛生管理と安全運営に努め、施設の衛生管理から職員の就労と健康に関

する問題まで総合的な安全衛生活動を推進します。  
 併設の区センターと連携し、地域の安全防犯活動に協力して、施設周辺の安全管理

及び防犯活動等は両施設の職員が率先して行うようにします。  

オ  事故防止への取組について  

事故防止  
事故防止に関しては、所長を委員長とした事故対策委員会を設置し、事例検討会や

研修講習を実施しました。  
  
総合的取り組み  

防犯対策及び防災、また、ケアプラザ内に所長を委員長とした各部署の代表者から

なる安全衛生委員会を設け、事故防止、感染症対策、労働衛生等の取り組みを行いま

した。  
 また、近隣の医療機関や小机消防出張所・小机交番・地域防災団体等との緊急時の

連絡を密にするとともに、定期的に各機関との意思疎通を行い、消防署の指導を受け

年２回の防災訓練を行いました。 

 

具体的な防止策  
１．貸し館の利用者については、災害時の避難誘導の手順、火器使用の際の注意喚

起、爆発物、危険物の持ち込み防止、使用後の清掃、電気ガスの消し忘れ等の点

検、チェックリストを利用した日常の巡視点検を行い防火対策を実施しました。

２．横浜市防災計画に基づいた特別避難場所として区と協定書を交わし、在宅要援

護者のために応急備蓄物資の整備により救助体制に協力できる態勢を整えてい

ます。  
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 他事業所等の個人情報の漏洩事例については、所属別会議(欠席者事例回覧）等で周

知するとともに注意を喚起してきました。  
 個人情報の保護については、ハード面の対策も重要です。このため、個人情報関連

書類等は書棚等に施錠して保管しています。  
 
 以上の注意事項を踏まえ、個人情報の取り扱いは、以下の要点に注意し法令順守で

守秘義務を守り、情報漏洩を防止するよう取り組みました。  
１．個人情報に関する記載のある書類の管理は、事務所内施錠可能な棚や引き出し等

の適切な保管場所にて厳重管理します。  
２．施錠管理に関しては、各部門の管理責任者と所長が鍵を所持し管理しています。

３．直接の担当以外の個人情報の閲覧は、管理者及びケアプラザ所長の許可を得て行

います。  
４．個人情報のケアプラザ外への持ち出しを禁止します。  
５．個人情報記載文書のＦＡＸ送信、及び郵送時には個人情報部分をマスキングする

ことで情報漏洩を防ぎます。  
６．個人情報の開示及び内容の訂正変更等に関しては、利用者本人または契約書代  
 理人の申し入れによってのみ行う事とします。  
  また、個人情報の保護に関する施設内研修は随時行い、職員の利用者の個人情報

 の管理意識向上を図ります。  
 

 

 

 

キ  情報公開への取組について  

 市の指定管理料等によって運営されているケアプラザの事業は、広く住民に情報が

開示されることが当然と受け止め、制度を利用し積極的に情報公開を実施しました。

 法人の運営状況等については、法人が発行する「秀峰通信｣（年４回発行）やケア

プラザの閲覧資料にて公開しています。  
 また、ホームページで法人及びケアプラザの事業の紹介なども行っています。  
 介護サービス情報の開示では毎年、第三者機関による確認を経て開示しています。

 ケアプラザ窓口には、事業計画・事業報告・予算決算書・第三者評価書等をカウン

ターに常時備え付け、閲覧に供しています。  
 以上の取り組みについては、今後も継続すると共に、個人情報の保護を全職員が遵

守します。具体的には、上記（カ）で記載したとおりです。  
 

ク  環境等への配慮及び取組について  

施設内空調温度の省エネ設定、床暖房・外周照明等のタイムスイッチの設定をこま

めに調整し、電力使用量削減を図りました。設定温度は常に指導の範囲であることを

確認し、クールビズなどを実施するとともに、換気等により室温を調整し省エネに取

り組みました。  
 担当責任者を置きゴミの分別を徹底することにより「ヨコハマはＧ３０」の指示指

導を厳守し、ゴミの減量とリサイクルに取り組みました。  
 車両関係では、デイサービス送迎車両の運行経路の見直しを行うなど、燃料消費削

減に努め、燃費の向上や、排出ガスと CO2 排出削減に取り組みました。  
 訪問や外出に際しては、できるだけ車両の使用を控え、可能な限り公共交通機関を

利用するよう周知徹底しました。  
 また施設利用者に対してもケアプラザ施設内の掲示等で協力と理解を求め、地域を

あげての活動に広がるよう、率先して取り組みました。  
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介護保険事業 

● 介護予防支援事業  

≪職員体制≫ 

  

・保健師等（看護師）（管理者兼務） １名 

・社会福祉士            １名 

・主任ケアマネジャー        １名 

・介護予防プランナー        １名 

 

≪目標（取組、達成状況）≫ 

・高齢者ができる限り要介護状態にならないように利用者の自立を支援し、介護保険

のサービスとインフォーマルサービスを併用しながら、生活の質の向上を図りまし

た。 

・適切なモニタリングによるサービス調整を行い、自立に向けた計画作成を行いまし

た。 

・それぞれの職種の専門性を生かしながら、本人の状況に合った支援と環境の整備を

行いました。 

 

≪実費負担（徴収する場合は項目ごとに記載）≫  

 ● 実費弁償なし 

  

≪その他（特徴的な取組、ＰＲ等）≫ 

・地域の集まりでチラシ等の媒体を通じて、必要な情報提供を実施しました。 

・地域の民生委員や区役所・地域のインフォーマルサービスなどとの密な連携により、

早めの手立てを行う事で、要介護状態への移行を事前に防ぐように支援を行いまし

た。 

・要支援の方でも地域の体操教室やサロン・ミニデイなどの地域資源を積極的に活用

し、本人の状況に合ったサービスの提案を行う事で、インフォーマルサービスも含

めた幅広いサービス提供を行いました。 

・要支援のサービス未利用の方に対しても見守りを行うことにより、必要時にすぐに

サービスにつなげることが出来るように、必要な支援を行いました。 

 
≪利用者実績≫  

※ 単位は省略してください。               【単位：人】  
   
 
              
 
                                 

４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  

101 101 110 118 115 119 

10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

119 121 123 123 120 121 
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●  居宅介護支援事業 

 
≪職員体制≫  
管理者 １名 

介護支援専門員 常勤専従 ５名 

介護支援専門員 常勤兼務 １名（管理者）  
 
 
≪目標（取組、達成状況）≫  
・介護サービス等の地域資源と連携して地域密着ケアを推進し、在宅で暮らしたいご

利用者の期待に応えました。 

・包括、区役所、医療と連携してチームケアを行ない、在宅ケアの対応力を広げまし

た。 

・居宅介護支援事業所の規定を遵守しました。 

・従業員満足度をさらに高め、顧客満足度調査では 97％でした。 

 
 
≪実費負担（徴収する場合は項目ごとに記載）≫  
 なし 

 
 
≪その他（特徴的な取組、ＰＲ等）≫  
・介護支援専門員６人体制で週１回カンファレンスをしてチームケアを行いました。

・地域ケア会議に事例提出して、地域貢献しました。 

・毎月の法人内研修、業務改善会議等で、自己研鑽、職場環境改善を図り、職員の援

助技術向上に努め、やりがいのある職場を継続しています。 

 
 
≪利用者実績≫  

※ 単位は省略してください。               【単位：人】  
   
              
 
                                 

４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  

230 227 230 233 233 237 

10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

235 238 238 236 230 240 
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●通所介護事業 

≪提供するサービス内容≫ 

 ●送迎サービス 

 ●入浴サービス 

 ●食事サービス 

 ●機能訓練サービス 
 

≪実費負担≫ 

● １割負担分 

（要介護１）          ７２０円 

（要介護２）          ８４７円 

（要介護３）          ９７９円 

  （要介護４）        １，１１０円 

  （要介護５）        １，２４１円 

● 食費負担               ７１０円 

● 入浴介助加算          ５３円 

● 個別機能訓練加算Ⅰ            ４５円 

●介護職員処遇改善加算（Ⅰ）利用者負担 1.9％加算 

 

≪事業実施日数≫ 週 ７ 日 

 

≪提供時間≫  9：35～16：35 

 

≪職員体制≫ 

・管理者     （常勤）１名 （兼務） 

・生活相談員   （常勤）３名 （兼務） 

・介護職員    （常勤）10 名（兼務）  （非常勤）４名（兼務） 

・機能訓練指導員（常勤）３名 （兼務）  （非常勤）３名 (兼務） 

 

≪目標（取組、達成状況）≫ 

 ご利用者本位のサービス提供のみならず、可能な限りご家族のご要望にも応えられ

るサービスに取り組んできました。 

 今年度より個別機能訓練加算Ⅰを開始。これまで以上に機能訓練を充実させ、ＡＤ

Ｌ（日常生活動作）の維持・向上を担ってきました。 

 

≪その他（特徴的な取組、ＰＲ等）≫ 

 水彩画、絵手紙、陶芸等の教室を定期的に開催しており、職員による企画や小グル

ープによる活動も実施できました。 

 

≪利用者実績（延べ人数）≫ 

         【単位：人】

   

 

 

 

 

 

 

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９ 

867 877 848 872 866 880 

10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

896 864 841 775 762 863 
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● 介護予防通所介護事業 

 

≪提供するサービス内容≫ 

 ●送迎サービス 

 ●入浴サービス 

 ●食事サービス 

 ●機能訓練サービス 

 

≪実費負担（徴収する項目ごとに記載）≫ 

● １割負担分 

（要支援１）        ２，２３０円 

（要支援２）        ４，４６５円 

 ●食費負担               ７１０ 円 

                   

 ●介護職員処遇改善加算（Ⅰ）利用者負担 1.9％加算 

 

  

≪事業実施日数≫ 週 ７ 日 

 

≪提供時間≫ 9：35～16：35 

 

≪職員体制≫ 

・管理者    （常勤）１名 （兼務） 

・生活相談員  （常勤）３名 （兼務） 

・介護職員   （常勤）10 名（兼務）  （非常勤）４名（兼務） 

・機能訓練指導員（常勤）３名（兼務）  （非常勤）３名（兼務） 

 

≪目標（取組、達成状況）≫ 

 地域包括支援センターと常に連携し、予防のご利用者を積極的に受け入れ、地域の

予防活動に貢献しました。 

 

≪その他（特徴的な取組、ＰＲ等）≫ 

 水彩画、絵手紙、陶芸等の教室を定期的に開催しており、職員による企画や小グル

ープによる活動も実施できました。 

 

 

≪利用者実績（契約者数）≫ 

【単位：人】 

   
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

159 142 137 142 128 141 

10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

141 143 148 130 142 163 
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認知症対応型通所介護事業 

≪提供するサービス内容≫  
 ●送迎サービス  
 ●入浴サービス  
 ●食事サービス  
 ●機能訓練サービス  
 
≪実費負担≫  
●  １割負担分  
（要介護１）       １，１０５円  
（要介護２）       １，２２４円  
（要介護３）       １，３４５円  
（要介護４）       １，４６５円  
（要介護５）       １，５８４円  
●  食費負担              ７１０円  
●入浴介助加算         ５４円  
●サービス提供体制強化加算（Ⅰ）   １３円  
 ●処遇改善加算（Ⅰ）利用者負担 2.9％加算 

≪事業実施日数≫ 週 ７ 日 

 

≪提供時間≫ 9：35～16：35 

 

≪職員体制≫ 

 

・管理者     １名（常勤兼務１名） 

・生活相談員   ３名（常勤兼務３名） 

・介護職員    ７名（常勤兼務６名、非常勤専従１名） 

・機能訓練指導員 ６名（常勤兼務６名） 

 
≪目標（取組、達成状況）≫  
 少人数制である事を活かし、各ご利用者にとって適切な個別対応を目指しました。

 接遇・マナーを徹底し、おもてなしの心で接しました。  
 ご利用者を第一に考え、ご家族との連携をとりながら進めました。  
 
≪その他（特徴的な取組、ＰＲ等）≫  
 無理なくその方に見合った一日を過ごしていただけるように努めました。そのため

に、豊富なプログラムをご用意しています。  
 ご利用者やご家族のニーズにお応えできるよう、職員一同連携をとり、進めてきま

した。  
 
≪利用者実績（延べ人数）≫  
※ 単位は省略してください。               【単位：人】  
   
 ４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  

288 310 283 285 281 287 

10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

277 274 268 274 258 277 
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地域ケアプラザ 

 

２ 地域活動交流部門・地域包括支援センターの連携  

・地域活動交流と地域包括支援センターとの共同で、ボランティア連絡協議会開催や

地域ボランティア活動団体への後方支援を４職種で協力して進めました。 

・地域包括支援センターと地域活動交流の両部門が連携を取り、地域にある自立化し

た体操教室への支援を行うとともに、地域包括支援センターで関わりの多い年代よ

りも若い世代に向けて体操教室を実施することにより、その世代が高齢者になる前

段階での介護予防への取り組みを行うなど、両部門の特徴を生かした連携を行いま

した。また事業の企画に関しても、２部門の活動にそれぞれの業務特性を活かした

意見が反映できる体制作りを推進しました。 

・ケアプラザの事業の案内に関しても、両部門の把握している個人や団体に対してそ

れぞれが積極的に集客を行うことで広い範囲への周知が可能になり、一人でも多く

の地域の方々がケアプラザに興味をもち、事業に参加していただくと同時に、地域

の情報把握にも２部門が協働して進められるよう、４職種が顔を併せて情報共有で

きる場を定期的に設けました。 

・当該地域支えあい連絡会から立ち上がった城郷ふれあいの会における港北区障害児

訓練会保育ボランティア協力（ラポール開催時限定）へは、地域活動交流が、また

個別対応に関する支援には地域包括支援センターがそれぞれ後方支援にあたり、ケ

アプラザ内での両活動の情報を共有し、担当者不在時にも速やかな助言指導のでき

る体制づくりの強化だけでなく、他区での類似活動団体との交流会の設定や同活動

報告を通して４職種が情報を共有できる体制づくりにも努めました。 

・地域包括支援センター主導で元気づくりステーションも地域内に２か所に増え、地

域コーディネーターも積極的に活動支援を行い、長期的に活動を継続していくため

の土台作りを協力して行いました。 

・地域ケア会議の促進において、地域活動交流と地域包括支援センターの連携が今後

さらに必要とされると考え、積極的な連携を行うことにより、城郷地区の地域の力

を活かすための効果的な取り組みについて情報共有・協働を継続しています。 

 
 

 
 
 
 

１ 総合相談（高齢者・こども・障害分野への対応）  

地域の身近な相談窓口として、ご相談者のニーズを把握し、高齢者分野・障がい者

分野・子育て分野など分野を問わず地域の相談に対応します。また地域の民生委員、

主任児童委員の協力を得て、地域の資源や地域にある社会資源情報を提供し、同活動

団体へと橋渡しを行いました。 

特に 26 年度終盤にかけては学齢障がい児の通学支援に関する相談が持ち込まれる

ようになったことが特徴的であり、「おでかけ GO 港北」や「よこはま子育てサポート

システム」などの情報提供も積極的に行いました。 

またインフォーマルサービスだけで対応しきれない課題を有する場合は、高齢者分

野では地域包括支援センターや居宅介護支援事業所が中心になり対応するとともに、

その他の分野に関しては区や、港北区自立支援協議会に加え、障害者総合支援法、児

童福祉法に基づく専門機関やサービス提供団体と連携対応していきました。 

子育て情報に関しては、区からの情報を常にケアプラザで提供可能にするように、

連携強化と情報や資料整理・準備・更新を行い、情報提供を継続していきました。 
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３ 職員体制・育成  

 職員体制については、現有人材の継続活用を軸にこの一年体制を維持してきました。

 年度途中において主任ケアマネジャーの異動による交替がありましたが、これ以外

は人員体制の変更はなく、安定した組織体制で各種活動、事業に取り組むことができ

ました。  
 また、年間計画を立てて取り組んだ研修についても概ね計画通りに実施することが

でき、コンプライアンス上の課題及び人材育成目標を達成することができました。  
 

 

４ 地域福祉のネットワーク構築  

当該地区における第２期港北区地域福祉保健計画「たすけあうまち城郷」を基盤

に、第 1 期計画期間に立ち上がった複数の地区ボランティア団体及び第２期に立ち

上げた地域ボランティア連絡会を支援し、地域福祉保健推進に努めました。 

第２期計画は推進委員会を運営委員会組織で進め、地域支えあい連絡会を軸とし

て、地域におけるボランティア活動団体及び、３年目をむかえる地域ボランティア

連絡会等の活動団体の紹介と相互の活動検討会等の実施により、各団体の運営内容

の充実を図りました。さらに、身近な地域課題を共有し、１期までには顕在化して

いなかった、多角的な地域福祉課題（担い手不足への対応や地域の子どもたちを見

据えた担い手育成等）への対応を盛り込みつつ、解決に向けて必要な情報が世代や

立場を超えて共有されるような仕組みづくりを進め、その後方支援に努めました。

 また、高齢化や減少傾向にある担い手開拓として、「シニアボランティアポイント研

修会」の実施や、26 年度のちょいボラ登録者である中学生を自主事業でのボランティ

ア活動につなげ、ネットワーク作りと併せ活動の間口を広げる役割を担いました。  
さらに、精神保健サロンや、城郷地区としてケアプラザが共催して実施している障

がい児放課後支援事業をはじめ、各種障がいに対する地域住民の正しい理解を継続的

に呼びかけながら、インフォーマルサービス提供を発展させつつ、併せて障がい児者

及びご家族、地域、学校等と協力し、ボランティア相互の顔の見える関係づくりと連

携をさらに構築し、新規ボランティアコーディネートへの働きかけを行いました。 

 
 

 

５ 区行政との協働  

区を軸とし、港北区社会福祉協議会、城郷地区社会福祉協議会、港北区自立支援協

議会、港北区内地域ケアプラザ、病院及び医療機関、保育園、幼稚園、小学校、中学

校、地区センター、警察、消防署等の公的機関と連携し、ケアプラザが地域における

福祉保健の窓口であり、地域住民に対する福祉保健情報の発信源としての役割を果た

せるよう、各種支援機関と地域の学校等との情報交換の場のコーディネートを複数斡

旋・実施しました。 

 また、当該地区では、区と当地域包括支援センターの協働による、介護予防支援事

業が活発であることから、高齢者支援事業において当地域交流は当地域包括支援セン

ターとの連携強化を積極的に継続実施してきました。 
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地域活動交流部門 

１ 福祉保健活動等に関する情報収集及び情報提供  

・地区社会福祉協議会と協働で立ち上げた障がい児支援事業「しろさと地区放課後プ

ラザ」をはじめ、障がい支援に関わる活動団体については、参加者の成長とともに

新たに発生する成長期ならではの課題は、港北区自立支援協議会の専門機関からの

協力をいただくなど、活動団体だけでは解決できないさまざまな問題や課題につい

ては、コーディネーターが仲介しながら、他機関と地域をつなぎ、地域とともに改

善に務めました。特に、年度末に実施した「放課後プラザ参加者保護者との交流会」

では、コーディネーターがファシリテータを勤めながら、現状と課題について保護

者との情報共有に当たらせていただきました。 

・介護予防分野においては、地域包括支援センターとの４職種情報交換を活かしつつ、

多角的な視点から、わかりやすい言葉での周知に努めました。 

地域住民に有効な情報は、ケアプラザ広報誌、ツイッターなどの媒体を活用し、地

域のみなさまに広く周知できるように努め、ツイッターでは区内他の福祉活動者か

らのリツイートによる間接的な情報拡散にもつながりました。 

・子育て分野においては、引き続き、主任児童委員や地域子育て支援拠点「どろっぷ」

との連携の中から必要な情報の発信に努め、ツイッターだけでなく「おおきくなあ

れ」ブログやココめーるでの情報提供も積極的に活用させていただきました。  
 

２ 福祉保健活動団体等が活動する場の提供  

ケアプラザ内の登録団体については、団体メンバーの各個人との関わりも積極的に

行いながら適性を見出し、新規ケアプラザ自主事業の講師役として起用するなど、新

たな地域交流の場を提供し、各個人の趣味趣向に合った福祉保健活動に導く活動を励

行しました。今年度は「男の書道教室」から自主化された「藍の会」に落款印づくり

の協力者となっていただき、参加者と藍の会との新たな地域交流の場を提供する計画

が実現しました。同様に他団体においても外部との交流が担える場を提供する試みと

して、エリア内の学校の校長室・地域の公民館といった場を活用しての各種コーディ

ネートを行いました。 

また、登録された団体活動の内容にかかわらず、個人の能力として音楽活動に秀で

た方には、人気の歌声サロン系の講座での伴奏や、介護保険施設での演奏協力を促す

など、積極的にボランティアコーディネートを実践し、認知症デイサービスでの音楽

療法的な回想法の場や、一般デイサービスでの男性ボランティア活動者の紹介につな

がりました。  
 

３ 自主企画事業  

区はもとより、地域子育て支援拠点「どろっぷ」、民生委員児童委員協議会、港北区

自立支援協議会等との連携及び情報共有を行いながら、当該地域の中から聞こえてく

る新たな課題を収集し、地域の理解や知識を深めながら、必要な事業展開に努め、特

に障がい関連サービス事業者による当該地域での障がい啓発講演会へのコーディネー

トを調整しました。また、城郷中学校で掲げる「1000 人ボランティア」への協力を絡

め、今年度は地域の児童生徒も興味を持って障がいを理解する講座などに取り組みな

がら、既存の「ちょいボラサポーターズ CLUB」への参加斡旋や、そのほかのボランテ

ィア活動へも参加しやすい環境づくりを行いました。  
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４ ボランティアの育成及びコーディネート  

・既存の「ひっとプラン港北」地区別計画「たすけあうまち城郷」で立ち上げた「ボ
ランティア連絡協議会」の後方支援及び、城郷中学校区を共有する菅田地域ケアプ
ラザ（神奈川区）、東本郷地域ケアプラザ（緑区）等との協働企画、中学生のための
「ちょいボラサポーターズ CLUB」を引き続き行いながら、若年期からの啓発に務め
ました。 

・また、ケアプラザ開設 10 周年となる今期は、300 名近い登録ボランティアの実働可
能者の把握に努め、実働可能者とボランティア受け入れ希望施設等への派遣にも積
極的に取り組みました。併せて高齢化により外出困難となられた方、お亡くなりに
なった方など、既存登録ボランティアの精査も行いました。 

・エリア内小中学校との連携し「障がいを理解する講座」などマイノリティーな人々
への関心や、障がい者への正しい理解を促す事業では、ちょいボラ登録の城郷中学
生のボランティアをコーディネートしながら若年期からの理解者啓発も推進できま
した。 

 



  

- 15 - 

地域包括支援センター 

 １ 総合相談・支援  

総合相談  

・医療機関からの相談に対して、医療機関の相談員との連携により退院時にスムーズ

に在宅への生活に移行できるようにケアマネジャーにつなげるなど、協力しながら

支援を行いました。 

・必要な時に必要なサービスにつなげることが出来るように、日頃から情報収集を行

い、相談者のニーズに適した支援を継続して行いました。 

・地域にあるインフォーマルサービスの把握と活用により、地域住民の状況に合った

支援を行いました。 

・地域からの様々な相談に対して、ケアプラザで解決が困難なものは、関係する専門

機関や行政機関との連携により、相談者のニーズに沿った制度・サービスにつなげ

ています。 

・いつでも気軽に相談が出来るように、老人クラブや体操教室の OB 会など地域住民の

集まる場に出向き、顔の見える関係作りを継続して行いました。 

 
 
 

地域包括支援ネットワークの構築  

・ 城郷地区地域見守りネットワーク構築支援事業の中で全地域（９町内会）が見守れ

る体制ができるように支援していきました。また城郷地区見守りネットワークの中

で、エリア内の小学校２校の５年生、６年生を対象とした認知症サポーター養成講

座を実施するなど、ネットワークの継続した活動支援を行いました。 

・ 民生委員の定例会をはじめ、有償家事ボランティアの会議や地域の見守りネットワ

ークの会議、老人クラブの定例会など各種会議への参加により顔の見える関係づく

りを進め、地域包括支援センターの周知と理解を深めました。 

・ 個別ケース地域ケア会議、包括レベル地域ケア会議の開催を通じて、福祉専門職や

地域住民に対して課題を共有するきっかけ作りを行いました。 

 

 
 

実態把握  

・ 「ひとり暮らし高齢者地域で見守り推進事業」を民生委員と連携して安否確認を行

いながら、新たな見守りが必要な方の掘り起こしを行いました。 

・ 地域住民による見守りの後方支援を行いながら、必要な方には迅速に対応をして、

スムーズに各種サービスにつなげるよう支援を行いました。 

・ 地域の身近な相談窓口として老人クラブ・地域のサロン・自立化した体操教室等地

域の身近な集まりに出向き、ニーズ把握を行いながら相談しやすい環境作りに努め

ました。 

・ 地域の有償家事ボランティアの「城郷ふれあいの会」や民生委員・市営住宅の相談

員など、地域の関係団体と情報共有を行うことで連携を深め、必要なケースには同

行訪問をするなど地域での見守り、実態把握を継続して行いました。 

・ 包括レベル地域ケア会議の中で地域の資源と課題を抽出し、新たな地域資源の発掘

と課題の抽出を行いました。 
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 ２ 権利擁護  

権利擁護  

・ 成年後見制度や遺言・相続、金銭管理についてなど地域住民に必要な情報を伝える

ために、必要に応じて法律の専門職や港北区社会福祉協議会あんしんセンターと連

携をとりながら支援を行いました。 

・ 様々な個別の相談に対応するために、「行政書士による個別相談会」を実施するな

ど、専門的な相談が出来る場の提供を行いました。 

・ 振り込め詐欺や消費者被害防止のために、地域の老人クラブや体操教室に出向き、

最新の被害の手口や地域で実際に起こった事例の話を繰り返し行う事で、被害の減

少に努めました。 

・ 実際に消費者被害に遭っているケースでは、ケアマネジャー・介護サービス事業

者・区役所等関係機関や地域の見守りネットワークなど各方面との連携を行う事

で、被害の拡大防止に努めました。 

・ 成年後見制度や多重債務問題に関しては個別に支援を行い、各種情報提供や法律専

門職・法テラスなど関係機関との協力により支援を行いました。 

 

 
 

高齢者虐待  

・ 老人クラブや自立化した体操教室等地域の集まりでパンフレットによる周知を行

い、地域での見守りの重要性についての理解を深め、実際に虐待が起こった際の対

応方法と窓口の周知を行いました。 

・ 行政と協力して高齢者虐待防止連絡会・作業部会のネットワークを開催し、関係機

関と継続した関係を築き、共通認識のもと高齢者虐待の対応が出来るように関係強

化を行いました。 

・ 行政やガンバ港北の協力のもと、ケアマネジャーやサービス事業所等福祉専門職

に向けて研修会を行い、虐待対応力の向上に向けた取り組みを行いました。 

・ 民生委員児童委員協議会でミニ講座として高齢者虐待防止の周知を行い、高齢者

虐待を含む見守りが必要な方に対して地域包括支援センターと連携して対応が出

来るように、関係強化と対応についての説明を行いました。 

 

 
 

認知症  

・ 昨年度と同様小学校２校（小机小学校、城郷小学校）向けの認知症サポーター養

成講座を開催しました。また今年度は企業向け（信用金庫、タクシー会社、東芝）

や民生委員など幅広く地域に向けてサポーター養成講座を開催し、認知症になっ

ても安心して暮らせる城郷小机地区となるよう努めました。キャラバンメイトも

サポーター養成講座を多く経験でき実力もついてきました。 

・ ケアマネジャーにも港北区徘徊認知症高齢者かえるシートの PR を行い、登録も促

し徘徊時の早期発見に努めました。 
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 ３ 介護予防マネジメント  

二次予防対象者把握  

・ 各地域団体、体操教室利用者、ケアプラザ利用者に基本チェックリストを実施し

二次予防対象者の把握に引き続き務めました。 

・ 地域包括支援センターとして把握しているケースを参考に、個別訪問を行った際

に基本チェックリストを実施し(高齢の家族も含めて)、二次予防対象者の発掘に

努めました。 

・ ２か所の元気づくりステーション、介護予防普及強化事業の参加者に基本チェッ

クリストを実施し、二次予防対象者の把握を行いました。 

・ 記入された基本チェックリストの結果を基に、二次予防対象者に該当する人を区

役所に報告し、支援が必要な人には体操教室やサロンなどの事業のご案内も行い

ました。 

 

 
介護予防ケアマネジメント力  

・ 二次予防対象者を把握し、必要と思われる方には元気づくりステーションや介護

予防事業、訪問事業の説明をして参加利用を促すと同時に、区役所への報告も行

いました。 

・ 今年度は訪問事業につながる人はいませんでしたが、元気づくりステーションや

事業に参加している方も多く、継続して予防に努めるよう促していきました。 

・ 支援結果については適宜区役所に報告をして、連携して対応をしました。 

・ プログラム終了後は評価を行い、自主グループの紹介や地域活動を紹介するなど

引き続きフォローをしました。 

・ 介護保険の申請にて要支援１，２となられた方を地域包括支援センター職員(ケア

マネジャーへの委託も含め)で担当し、サービス調整などを行いました。サービス

の利用が無い場合でも定期的に訪問をして、介護保険の更新などの手続きを行い

ました。 

 

 

 ４ 包括的・継続的ケアマネジメント支援  

地域住民、関係機関等との連携推進支援  

・ ケアプラザの自主事業や民生委員・地域のボランテイア団体の定例会で、介護保

険制度の概要等の説明を行いました。 

・ ケアマネジャーと民生委員との情報交換会を実施し、地域の高齢者の状況及び支

援の課題について情報交換を行いました。 

・ 区内の介護保険サービス事業所の内容を記載した冊子（アピールシート）を更新

し、各居宅介護支援事業所に情報提供を行いました。 

・ 民生委員児童委員協議会の定例会で介護保険や地域資源についての説明を行い、

一人暮らしの高齢者の安否確認時における情報共有と各種資源の情報提供を行い

ました。 

・ 孤独死防止のために男同志の昼食会「ダン・ラン」に参加を促すために、民生委

員と連携して参加促進への支援をしました。 

・ 介護セミナーを開催し、介護をしている方や一般の方を対象に「人はなぜのめり

こむのか (お酒、薬物など )」「正しい終活のすすめ」「認知症の理解と対応につい

て」「医療講座」など年５回開催し、地域住民の知識や理解を深める取り組みを行

いました。 
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医療・介護の連携推進支援  

・ ケアプラザの事業の案内や広報誌などを持参しながら、医療機関に定期訪問を継

続して行い、顔の見える関係づくりを行いました。 

・ 今年度は９月に篠原、大豆戸、樽町、新羽の各ケアプラザと共同で５館合同地域

ケアカンファレンスとして「ケアマネジャーと往診医との交流会」を行い、医療

と福祉の連携強化に努めました。 

・ エリア内の薬局へ定期訪問し、情報提供と連携強化に努めました。 

・ 今年度は港北区高齢者支援ネットワークで医師会、歯科医師会、薬剤師会などと

共催事業を展開し、継続した関係強化に努めました。 

 

 

ケアマネジャー支援  

・ 今年度も区内で活動するケアマネジャーに向けて、認知症と脳科学を結ぶ、一般

行政サービス、地域ケア会議、住宅改修について、グリーフケアについてなど、

合同ケアカンファレンスを行い、ケアマネジャーのスキル向上への支援を行いま

した。また港北区高齢者支援ネットワークとの連携で、研修プログラムの充実を

図ることができました。 

・ 区役所、区内地域包括支援センター保健師等職と合同で「介護予防プランの基本

を学ぼう」をテーマに介護予防支援従事者研修を開催しました。 

・ 新人・就労ケアマネジャーへの支援については、区役所と合同で 10 月と２月に研

修を実施し、今後現場で活躍するための実践力を高める取り組みを行いました。

 

 
多職種協働による地域包括支援ネットワーク  

・ 今年度の地域ケア会議では、個別ケース地域ケア会議を年３回実施しました。総

合保健医療センターの医師や往診の医師、訪問看護ステーション看護師などの医

療職の参加に加え、自治会長や民生委員、独居高齢者の食事会などインフォーマ

ルの代表者などの地域住民、通所介護や訪問介護など在宅の介護保険サービス事業者

に加え、民間の配食サービスなど様々な方の協力で会議の開催ができました。また自

閉症の障がいを持ったケースでは、保佐人（司法書士）や障がい者の相談機関の地域

生活支援センター海の職員など、多方面の専門職の参加により連携促進に取り組むこ

とができました。このような多種多様な職種の参加により、専門的な視点からの意見

も多数出て、今後の支援に参考になる情報の共有を行う事ができました。 

・ 包括レベル地域ケア会議では、地図を使用して地域の資源と課題の抽出を行う事で資

源・課題を見える化し、地域の実情を認識する機会を作ることができました。また今

後は今回得た情報を整理して活用していく予定です。 

 

 

介護予防事業  

介護予防事業  

・ 26 年度は介護予防普及強化事業として６月から「シナプソロジーで元気アップ」

の教室を３回シリーズで行い、60 歳代、70 代前半の新しい年代の方の発掘ができ

ました。また９月と 10 月の２日間かけて口腔ケアの教室を開催し、時間をかけて

口腔ケアの勉強をしました。（チェックリストで口腔に該当した方をピックアップ

して開催） 

・ 11 月には昨年実施したスクエアステップのリーダーに向けてスキルアップ研修を

近隣の６ケアプラザの地域包括支援センターと協力して開催し、60 名ほどの参加

者がありました。今後の地域資源として活躍してくれるよう促す機会となりまし

た。 
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・ 自立化した体操教室やミニデイサロンへの支援策として体力測定の実施などを継

続し、各体操教室へ引き続き支援をしました。 

・ 城郷地区に立ち上がった２か所の元気づくりステーション「岸根ウォーキング倶

楽部」「鳥山元気サロン」を引き続き支援していき、それぞれ自立化して活動を継

続しています。 

・ 地域交流との共催事業として「大人の社会見学」第一弾を開催。ご夫婦での参加

者の発掘ができたので、次年度も引き続き新しい企画を考えていく予定です。  
 

 

その他 

 

・ 港北区内の地域包括支援センターと地域活動交流部門の連携を深めるため、今年

度も四職種連絡会を開催し、四職種間での情報共有を行いました。 

・ 高齢者専用の市営住宅や新しくできたサービス付高齢者住宅の住民に向けて、そ

れぞれの相談員と連携を取りながら、個別ケースの支援やケアマネジャー支援を

行いました。 

・ 介護者や地域住民に向けてケアプラザ協力医による相談会や講演会を行い、生活

習慣病の予防を図りました。 

・ 今年度はケアプラザの 10 周年という事もあり、例年以上に城郷小机地区センター

との協力関係を強め、特に 10 周年記念事業では地区センターとの協力により、今

までケアプラザと関わりの薄かった地域住民に対してもケアプラザや地域包括支

援センターの周知を行う事ができました。 

 

 
 



平成26年4月1日～平成27年3月31日

（単位：千円）

居宅介護支援 通所介護 予防通所介護 認知症対応型

包括的支援 介護予防事業 介護予防支援 通所介護

18,668 22,856 149 0 0 0 0 0

0 0 0 6,428 42,120 108,544 10,879 49,811

0 0 1 0 1 174 0 58

雑収入等 0 0 0 0 1 174 0 58

繰入金収入 0 0 1

18,668 22,856 150 6,428 42,121 108,718 10,879 49,869

12,082 20,020 0 2,414 34,747 86,119 27,557

1,062 1,883 0 2,341 1,659 2,937 0 980

455 83 150 0 511 10,538 0 3,511

7,022 1,867 0 0 670 11,284 0 3,793

1,448 882 0 0 0 2,993 0 998

施設使用料相当額 0 0 0 0 0 2,993 998

消費税 967 0 0 0 0 0 0 0

指定額等 481 882 0 0 0 0 0 0

繰入金支出 1

22,069 24,734 150 4,755 37,587 113,872 0 36,838

-3,401 -1,878 0 1,673 4,533 -5,153 10,879 13,030

※ 精算書をベースに作成してください。

平成26年度　地域ケアプラザ収支報告書

 管理費

収
入

支
出

支出合計（Ｂ）

 その他

 指定管理料等収入

地域活動交流

施設名：城郷小机地域ケアプラザ

科目
地域包括支援センター

※ 上記以外の事業（認知症対応型通所介護等他の事業)を実施している場合は、事業ごとに列を増やして同じように記載をしてください。

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

 介護保険収入

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 事務費

 事業費

収入合計（Ａ）

 人件費

 その他


